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  8月24日午後、「総合農林政策調査会、農林部

会、農政推進協議会合同会議」が開催され、令和

６年度概算要求(案)、組織・定員要求(案)、税制

改正要望事項(案)についての説明及び関係団体か

らの重点要望事項の説明の後、出席議員から活発

な質問・意見が出され、熱気溢れる会議となりま

した 

 ８月２４日(木)14:00から、自民党本部において、恒例の来年度の概

算要求(案)等の説明会が開催されました。武部新(たけべ あらた)農林

部会長の司会で始まり、最初に江藤拓(えとう たく) 総合農林政策調

査会長兼農政推進協議会会長からのご挨拶に続いて、農林水産省から、

「令和６年度概算要求(案)」、「組織・定員要求(案)」及び「税制改正

要望事項(案)」の説明が資料に添って行われました。また、農業分野で

の新たな取組みとして、『適正な価格形成に関する協議会』の設置につ

いても資料に添って説明が行われました。 

 続いて、令和６年度農林関係予算についての団体要請に移り、農業関

係の７団体からの重点

要望事項についての発

言があった後、林業関

係団体を代表して、日

本林業協会の島田泰助

（しまだ たいすけ）

会長から、「森林・林

業関係予算重点要望事

項(以下に掲載)」につ

いての要請が行われま

した。 

 その後、質疑に移

り、森林・林業関係に

ついて、伊藤信太郎(い

とう しんたろう:衆・宮城４区)議員から、「森林環境譲与税の配分見

直し」、「花粉症対策の実施」が、進藤金日子(しんどう かねひこ：

参・比例)議員から、「花粉症対策の交付金」、「森林環境譲与税の見

直し」が、宮崎雅夫(みやざき まさお：参・比例)議員から、「花粉症

林業関係団体を代表して重点要望事項の説明を行う島田会長 
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令和６年度 森林・林業関係予算重点要望事項 

令和５年８月２４日 

一般社団法人 日本林業協会 
 

 森林・林業・木材産業を巡っては、人工林資源が本格的な利用期を迎える中、これまでの取組によっ

て、国産材の供給量が拡大するとともに林業産出額や林業従事者給与も増加するなど良い流れが生ま

れており、この流れをさらに大きく確実なものとしていくことが重要である。 

 一方、2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、官民が一体となりＧＸによる脱炭素化を進めてい

こうとしている中で、我が国最大の吸収源として森林・木材の最大限の貢献が求められるとともに、近年、

地球温暖化の影響等により、線状降水帯による局地的な豪雨、大型の台風等により全国各地で大規模

な山地災害が頻発している。 

 さらに、一昨年来のいわゆるウッドショックによる影響に加え、引き続く円安やロシアによるウクライナ侵攻

など、木材需給の不透明さが一層増している状況にある中、経済安全保障の観点からも海外情勢の影

響を受けにくい木材の需給構造を早急に構築することが益々必要となっている。 

 加えて、国民病ともいわれる花粉症に対応したスギ人工林の伐採・植替え等の花粉発生源対策を推

進していく必要がある。 

 ついては、森林資源の循環利用を確立し、カーボンニュートラルやＧＸ、国土強靱化、地方創生や経済

安全保障、さらには花粉症対策にも貢献する「森林・林業・木材産業によるグリーン成長」を実現すべく、

森林・林業・木材産業施策の総合的かつ計画的な推進に向け、次の事項の実現を強く要望する。 

 

１ 森林吸収源の機能強化や国土強靭化に向けた森林整備・治山対策の加速 

  間伐や主伐後の再造林の着実な実施、林道をはじめとする路網整備、病虫獣害対策等に

必要な予算を十分に確保すること。 

   また、荒廃山地の復旧対策はもとより、山腹崩壊・流木・土石流対策等の事前防災・減災対

策を一層推進するため、治山対策の予算を十分に確保すること。 

   さらに、これらの対策を着実に実施するため、事業の円滑な発注及び施工体制の確保に向

けて取り組むこと。 

対策」、「森林環境譲与税の見直し」が、山本佐知子(やまもと さちこ：参・三重)議員から、

「防災・減災予算の確保」、「林業経営の収益性」、「獣害対策」、「森林環境譲与税の活用に

よる再造林の確保」について質問・意見が出されました。 

 これに対して、青山豊久(あおやま とよひさ)林野庁長官から、「森林環境譲与税の見直

し」、「補正予算を含めた花粉症対策」、「国土強靭化対策」等について粛々と取組むとの答弁

がなされました。 

 その後、「令和５年度農政推進協議会通常総会議案について」が了承された後、「食料安全保

障に関する検討委員会」の森山裕(もりやま ひろし)委員長から、「持続可能で強固な食料供給

基盤の確立」を図る観点から、新たに３つの分科会を設置するとの報告がなされました。 

 最後に江藤会長から、年末の予算決定・税制改正に向け、国会議員・農林水産省及び業界団体

が一体となって取組んでいこう、との締めくくりの挨拶が行われて盛会のうちに合同会議を終了

しました。 
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２ 国産材の安定的・持続的供給体制の強化 

   高性能林業機械、苗木生産、森林資源情報など生産基盤の整備、木材加工流通施設の整

備、製材やＣＬＴ等の木材利用の促進による国産材の需要拡大など、国産材の安定的かつ持続

的な供給体制の強化に向け、川上から川下までを通した総合的な対策を強力に推進すること。 

 

３ 花粉発生源対策の推進 

   花粉症対策の充実を図り、スギ人工林の伐採・植替え等の加速化や、花粉の少ない苗木の生 

産拡大、林業の生産性向上及び労働力の確保等を図るとともに、伐採量の増加に伴う価格低

下に繋がらないようスギ材製品の一層の需要拡大の取組を推進すること。 

 

４ 林業等の担い手の育成・確保 

   「緑の雇用」事業等による林業従事者の育成・確保や労働安全対策の強化等の取組を一層

推進するとともに、造林に係る林業経営体の新規立ち上げへの支援や林業高校・林業大学校等

における人材育成への支援、デジタル技術を含む多様な技術の習得等に対する支援の強化、

技能評価の仕組の創設、木材産業を含めた外国人材の受入体制の整備など、多様な担い手の

育成・確保の取組を推進すること。 

 

５ 林業の収益性や安全性を飛躍的に向上させるスマート林業の推進 

   伐採から再造林・保育に至る収支をプラス転換する「新しい林業」の実現に向け、エリートツリー

等の生産拡大、レーザー計測等の活用による森林情報の精度向上・高度利用、林業機械の自

動化・遠隔操作化技術や木質系新素材の開発・実証、さらには、地域一体となって林業活動に

デジタル技術をフル活用する取組を支援するなど、林業のデジタル化とイノベーションを積極的に

推進すること。 

 

６ 山村の活性化 

   山村地域の活性化のため、地域住民とともに都市部の企業などの関わりも増加するよう、森林

空間利用等の創出、ＮＰＯ、自伐林家等の多様な主体による森林管理活動への支援、バイオマ

ス資源の有効活用、特用林産物の生産振興支援等、山村振興対策の充実を図ること。 
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令和 ５年 ８月 国会の動き 

令和 ５年 ８月 業界の動き 

《国会関連》 

  8（火）衆議院・災害対策特委（一般質疑） 

 17（木）参議院・災害対策特委（一般質疑） 

《政党関連》 

 24（木）自民・東日本大震災復興加速化本部

総会（１．令和６年度予算概算要望につ

いて、２．「福島復興再生基本方針」に

ついて、３．ALPS処理水の状況につい

て） 

 29（火）自民・政調、北海道総合開発特別委

員会、「ゼロカーボン北海道」推進本

部、「北海道における日本海溝・千島海

溝周辺海溝型地震対策の推進」 

 9日（水）森林総研・木の酒研究棟完成見学

会開催 

18日（金）WOOD COLLECTION 2023 「JAPAN 

ReWOOD 東京ビックサイトで開催（20日

まで、西３ホールにて） 

23日（水）林野庁 令和４年の森林環境譲与

税の取組状況発表 

30日（水）森林総研・無花粉スギの原因遺伝

子を新たに特定と発表  

令和６年度 林野庁予算概算要求と税制改正要望等  


